
２０２２年度 国語 第２回 

１ 

問一 心情理解の問題です。少女たちの様子に対する「私」の気持ちを読み取りましょう。

傍線部①の直後の「『感動しないの』という質問ほど、愚かなことはなかった。」という部分

から、「私」があきれていることがわかります。 

問二 読解の問題です。傍線部②の前の少女たちの会話の内容から、少女たちが言葉を重ね

て景色をほめていることがわかります。 

問三 心情理解の問題です。傍線部③の直前の少女たちと「私」の会話から、「私」の気持

ちを読み取りましょう。傍線部③の５行前に「私は、みんなに同調したくなかった。」とあ

りますが、「私」は少女たちに合わせてしまっているところに注目しましょう。 

問四 心情理解の問題です。傍線部④の９行前の「少女たちの態度の中に、なにか仰々しい

もの、つまり嘘を感じた。」という部分や傍線部④の直後の部分から、少女たちの態度や言

葉のせいで、景色の見え方が変わってしまったように「私」が感じていることがわかります。 

問五 会話文を並べ替える問題です。空欄ａの直前の会話文に「うるさい」とあるので、「う

るさい」が含まれる選択肢であるエを最初に選びます。次に、エに「きれい」とあるので、

「きれい」が含まれる選択肢であるイを選びます。また、残った選択肢のアとウには、「先

生」が共通しており、「先生」の辺りのつながりに注意して並べると、アが先で、ウが後に

なります。 

問六 言葉のきまりの問題です。Ｂだけが、直後の「目」の様子を詳しく説明する働きをし

ています。 

問七 空欄補充の問題です。「空欄Ⅰにしか当たらぬ矢」は、空欄Ⅰの直前の「矢のように

鋭い言葉」のことであり、空欄Ⅰの１行前の柳沢さんの言葉であり、空欄Ⅰの直後の「私が

いいたいと思っていながら、口に出せなかったその言葉」のことであると考えると、解答を

選ぶことができます。 

問八 傍線部の内容を説明する問題です。空欄Ⅰの直前に「矢のように鋭い」という部分が

あり、比喩が使われています。その部分を､比喩を使わない表現に言い換えて解答をまとめ

ます。 

 

２ 

問一 Ⅰ「病気にかからないようにするためには教育が必要で、そのためには」（空欄Ⅰ）

と続いています。第二段落に「予防医学の必要」を感じ、「保健教育」を始めたとあり、「村

の女性」を集めています。第四段落には「『今必要なのは教育です』と確信し、「初等教育、

母親教育を行い」とあります。 

Ⅱ 空欄Ⅱの直後に「病気にかからないようにする予防医学の必要がある」とあります。家



庭で予防できれば、何度も病院に来る必要はないのです。 

Ⅲ 第六段落に、教師となった女子は中学校に通うことができるようになり「婚期を三－四

年遅らせることにも貢献」とあります。空欄Ⅲには児童婚による女子への悪影響が入ります。 

Ⅳ 直前に「何か良いことをしたというような自己満足」、直後に「もっと貧しいところは

ないですか？」と言ってひんしゅくをかったとあります。これが「奇妙な関係」といえます。 

問二 傍線①の直前に「子どもを学校にやりたい」という村の女性の言葉があり、直後に「初

等教育、母親教育を行い、基礎から国づくりをしていく計画を立てました」とあります。 

問三 「コワーカー」の日本語「協働者」に「共に働く」の意味があります。 

問四 傍線③の直後「文字を一つ一つ覚えていくことと同時に、家族の健康管理、栄養のこ

とが学べるカリキュラム」とあり、次の段落にも同様の言葉があり、最後に「村全体が明る

い家庭の集まりになっていく」とあります。 

問五 ア 「幼稚園で基礎を学ばせた」のではなく、「幼稚園教師」としたのです。 

イ 第八段落にあります。 

ウ 「セミナーやスタディーツアーの参加者によって始められた」のではなく、ＡＣＥＦ発

足当時より始めていました。（第十四段落） 

エ 第十六段落にあります。 

オ 「私のノート」の「私」は筆者であって、本文中に出てくる舩戸氏ではありません。 

 

 

３ 

③「処置」を「所置」、④「党首」を「投手」と書いてしまう解答がありました。自分で使

う機会が少ない言葉であっても、意味や用例がわかると、より多くの言葉を理解することが

できます。ふだんから、様々な言葉に意識を向け、積極的に辞書で調べるようにしましょう。 


